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「魯齊亜國都城圖」について
岩井　憲幸＊
1　はじめに
　「魯齊亜國都城圖」（以下Rと略称する。巻頭カラー口絵1参照。）は桂
川甫周撰『北磋聞略』（寛政6年・1794）に付された地図のひとつである。
ただし将軍に上呈されたと考えられる一本（重要文化財）にのみ添えられ，
他の伝本には添えられていない［1］。その内容は18世紀末のサンクト・ペ
テルブルクの平面図であるが，従来さほど問題にされずに，むしろ看過さ
れてきたといえようか。ただし，亀井高孝は早くからR図に関心を寄せ，
特に原図を探求せんとしたが果さなかった［2］。
　小論も原図を確定する迄には至っていないが，種々の問題につき，わず
かながらも判明したことを綴りたいと思う。
2　R図の書誌
　R図は国の重要文化財に指定されているため，閲覧はやや制限されてい
るが，著者自身の過去の調査と今回の閲覧によって得たデータを述べてお
きたい。
　R図は国立公文書館内閣文庫所蔵。函架番号185－579『北嵯聞略』附図
の一。手描き図。畳み物1舗。大きさは料紙において縦53．2×横74cm前
後。他の附図とほぼ同じ大きさである。料紙は薄様の和紙を用い，裏打
ち紙あり。図は子持ち枠内に写され，彩色されている。図の左右に略号の
＊いわい・のりゆき／文学部教授／ロシア語
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説明欄が設けられている。採色は白地に，黒の線描の上に，緑・黄・赤・
桃色・水色をいずれも淡くほどこしたもので，上品な仕上がり。むろん白
ぬき部分もある。（色分けの意味は後述）。森林部分の緑色には樹木をかた
どった印判を連続しておして，これを示している。図郭内右下の空欄は白
地のままだが，ここに右から「浅草文庫」「内閣文庫」「日本政府圖書」の
蔵書印（いずれも朱印）が捺されてある。やや虫損のあるものの，保存は
良好。
　R図は8枚折りにして畳まれているが，図の裏には保護表紙表・裏を有
し，次のような書き題箋をもつ。細字は右寄せ。（原文縦書き。引用に際
し体裁を変更する。以下同。）
北磋聞略圖　魯齋亜國都城圖
3　R図の内容
　R図はいわゆる訳図である。原図の問題は後に考えるが，R図は平面図
の写しに，色をほどこし，その要所要所に時には片仮名と漢字によって地
名を示し，時には文字による記号によって地名等を示すという方式をとっ
ている。地図中の他の記号としては，コンパスローズと，川の流れを示す
矢印，さらに森林を示す樹形印がある。森は緑，海・河川・湖沼は水色に
塗られる。街路・道路は白地，おそらく空地も白地，市街地は赤・桃色・
黄および白地のままと採色される。この配色の意味は，凡例が欠けている
ので，R図自体からは判らない。後述する。
　図内の文字による記号には，左右両欄中に具体的に地名等が与えられて
いる。これらは従来活字化されたことがなかったので，以下繁を厭わず引
用しておく。いうまでもなくR図の内容に密接に関わるからである。
　左・右両欄ともに無界6行，6段。文字の記号を大きく掲げた下に，小
字で地名等を示す。文字の記号は片仮名によるイロハ，漢数字，十干の3
種。まず右欄はイからア迄である。総数36項目。小字説明文中のさらな
る双行細字は丸かっこにつつんで示すこととする。［］は虫損による欠字
の補い。合字は開いて引用する。
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????????
?????????????????????
アレキサンデル子ウスコイ之寺」又ゼンスコイマナシデラト云
尼姑ノ寺也
ムシンノイマナシデラ　女人禁制之寺
キニヤジホチョンキンタウレイチスコイ」弟宅［3］
ヲシピタリ　病院也（ソーダテ以下ノ小」吏ノ養生処ナリ）
ソーダテ（軍卒）ノ居処人馬共二四千許
國王花御遊ノ時輿馬ヲ容ル・処　　」（第1段）
國王ノ花園
此亭方七間斗ニテニ階造リ也柱戸」障子瓦其他人物鳥獣艸花ノ
類皆貝」ヲヨセテ造リタリ
國王花園遊覧ノトキ僕ヲ奉ル処
金銀銭座
ガラフムーシンプーシキン弟宅
キニヤジユスポLフ弟宅　　」（第2段）
アピチェカリ　薬局也」主役　イ［ワェンイワノウィチツァム
アラスモフスコイトモ
ガラフシユハロフ弟宅
カタリッコイスウヱルコ」諸國流寓ノ者ノ寺
女帝ノ輿馬ヲ置処」又冬中花木ヲ養フ温室ナリ
ガラフキニヤジポチョンキン弟宅　　」（第3段）
ソーボル　國王ノ寿ナリ
幼院　（捨子ヲアツカリ養育スル」役所ナリ）
薬局　（主役」ウヱリモザハルウィチギレウヱ）
モスガラート諸人夜遊ノ処
本國商人ノ店
ガラフトルチレニノーフ第宅　　」（第4段）
ガラフチジンガウゼン弟宅
ドーレッ　王城也
遊山処
ムラSS石ニテ造リタル城空城ナリ
遊女屋
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???????舩藏　花木ヲ養フ温室　　」（第5段）
スツルゴヲシコーフ弟宅
ガラフウヲロンツヲフ弟宅
ヲルデト云侃モノヲ與ル処
バンカ　銀庫也諸官ノ俸銀此処ニテ渡ス
學校　（商人農人ノ学問処ナリ」教師イワンコーフ）
ペイトロペルヲイ之銅像
左欄は次の通りである。総数36項。
??????
???????????????
ムラ・・スウヱルコ石ノ寺ナリ
カマリヘールナリシキン弟宅」國王ノ続絶レハ此家ヨリ位継
本國商人ノ店
セナテプリカジノドモ」政ヲ議スル役所ナリ
ガラフアンガリタ弟宅
商人農人ノ学校　（スッルゴシコーフ通ヒテ」教育スル）　」（第
1段）
ガラフベスホロツコ弟宅
商人デミドブ宅
ガラフイガリスツロム弟宅
［　　」イキャツタテ　戯場也
麦粉ノ店
ガラフソイマノーフ弟宅　」（第2段）
鳥獣魚類ノ店
獣ヲ屠殺スル処　屠殺ノ債銅銭十二箇
ペイトロペルヲイノ看模
焔硝制法処
ッワルスコヱセロノ街道」又シビリノ街道
諸國商人ノ店　　」（第3段）
諸國商人住宅井遊女屋
官人ノ学校
宝藏
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????????????????????????ソーダテ仕置場
國王ノ舩藏井船ヲ作処
廟所　　」（第4段）
ヘイトロ自分船道具其外ノカリヤ
國王ノ砂糖製処
新学校商人農人ヲ教育スル処
ウヱリコイキニアジパーウラドウレツ　太子ノ城
ワシレイスコイヲストロバ
カメンノイヲストロバ　　」（第5段）
ヘルヲイリ子イ第一街
フトロイリ子イ第二街
チヤティラリ子イ第三街
テリイテリ子イ第四街
ピヤトイ・リ子イ第五街
セストイ・リ子イ第六街　　」（第6段）
　このように見てくると，主に，イ～スと一～四の記号はR図で大ネヴァ
を境としてその下方に付され，十干は大ネヴァの上方に付され，かつ又図
の右から左へと付されていることがわかる。さらに十干の甲～己は街路名
である。なお，R図で明確に描かれている橋は四つである。
　いずれにせよ，大黒屋光太夫が『北磋聞略』中に述べたペテルブルクで
の見聞を示す際の参照図，あるいは逆に見聞の場所を記録する図としての
役割が大きかった図であったろうことを容易に想像できる。
4　ひとつのエピソード
　前節末で述べた事柄は，たとえば『北磋聞略』巻之四く渉歴地名風土人
物〉の中，〈ペートルボルグ〉の条を一読すれば，諒解できよう。ここで
は実際にこの都を見た者でなければ表現できない具体的な描写や，数字が
列挙され，かつペテルブルクの簡単な地理や風景が述べられている。そし
てR図はきわめて参考になり，時に相補う。
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　たとえばR図中央にくア〉の記号がある。その上方は大ネヴァ河にかか
る橋である。上方はワシーリエフスキー島。〈ア〉は右欄によれば，＜ペ
イトロペルヲイ之銅像〉すなわちかの有名な青銅のピョトル大帝騎馬像で
ある。橋は地図中には示されてはいないが，これまた有名な浮舟橋であっ
た。上の条中に次のようにある。（傍線等省略に従う）［4］。
　　　　　　　　ふなはし　　　　　　　　　　　ふなはし［…］ネハの大河には浮梁を渡す。［…］又浮梁の南のもとに三間
絵の大岩石をすゑ周りに石欄を構え石上に中興の賢王ペート
ル馬上の像を安置す。馬蹄に大蛇を蹟たる像なり。是はペート
ルボルグ草創のころペトローゴといふ地に毒蛇住て人を害し
其地に行たる者再蹄りし事なし。ペートル此よしを聞給ひ馬
に乗り彼地に行給ふに大蛇畏縮して動事能はず。虐口馬蹄にかけ
て踊殺し其地を以て園圃となす。近隣その神威を傳承して臣伏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんちゆうせしものますく多かりしとなり。像の大さ一丈二三尺黄銅
を以て鋳成せり。當今女帝の造らせられたる庭にて墓座の大石
に金字にてペートルペルヲイペートル第一世といふ語なりエカテ
リナフトロヱヱカテリナ第二世といふ語なり千七百八十二年天明二年
八月六日と彫附たり。
　引用文中，第2の省略の問にはR図の上でのくア〉の右どなりのくノ
〉やくマ〉（すなわち王宮と庭園）の記述がある。そして上のようなピョー
トルの像の説明がくるのであるが，地図と相まっていることが知れるであ
ろう。なお光太夫の記すく三問絵の大岩石〉は，長さ46フィート，幅19
1／2フィート，高さ161／2フィートとされている。また，〈像の大さ一丈
二三尺〉は，高さ161／2フィートとされる［5］。さらに台座の銘文だが今
日でも，ピョートル像右側はロシア文3行で，
HETPy　HEPbBoMy／EKATEPV［HA　BTOPAH／JrBTA
1782［1782年にエカテリナ2世がピョートル1世に］［6］
とあり，同左側も3行かつラテン文で，
PETRO　PRIMO　／　CATHARINA　SECUNDA！）vfl）CCLXXXII　・［同
上］
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とある。光太夫の記するく八月六日〉はないが，除幕式は1782年8月7
日だったそうである［5］。この記憶がまぎれたのでもあろうか。
5　配色の問題
　さて採色されたR図のうち，市街地にほどこされた赤・桃色・黄の3色
は何を表示するのであろうか。R図図郭内右下の空白の枠には，本来凡例
等が記されてあった場所にちがいないのだが，R図では空白であり，ここ
に蔵書印が捺されているにすぎない。他の附図でも同様であるが，故意に
原図を髪髭とさせる情報は写しとられないのである。したがってR図以
外の資料の出現をまたなければならない。その資料として，筆者は間五郎
兵衛旧蔵「魯西亜新都ペテルブルグ之圖」（以下Hと略称。写真1参照）を
挙げたいと思う［7】。両図の関連性は今日迄指摘されることがなかったが，
おそらくR図とH図の原図は同一であると筆者は推定する。さらに，H
図の配色とその凡例を読めば，R図での色づかいの問題もおのずから解決
することができるのではないか。
6H図の書誌
　H図は現在，大阪歴史博物館に蔵される。手描き図。本来一枚ものだが
6枚切りにしたものを裏張りして1舗。したがって切れ目にはすきまがあ
いている。料紙の大きさは縦50×横58．8cm前後。図郭は子持ち枠で，そ
の内側は縦45．8×横53．6cm前後。黒の線描に，緑・黄・朱・青・白にて
採色し，さらに白地も利用する。右下図郭外にく羽間文庫〉の朱印あり。
やや虫損あり。ただしタイトル・凡例・地名等に欧文を保持する。おそら
く透写によるか。これらについては後に検討する。6枚折りにした裏面に
は，中央に次のような直書きの題を有する。〈魯西亜〉にく西〉字を用い
ることに注意。
魯西亜新都ペテルブルグ之圖
その右上隅にラベル2つ，その左下隅には〈羽聞文庫〉の朱印あり。
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　H図は秩を有する。青地の紙の題箋を有し，さらに秩に右半面には直に
朱と墨の書きつけが存する。朱文は右側，墨文は中央。秩右と隅にラベル，
さらに中央部墨による注の下にく羽聞文庫〉の朱印。題箋には次のように
ある。
間五郎兵衛旧藏
魯西亜新都ペテルブルグ之圖　一鋪
朱文の書き込みは全6行で次のようにある。
文化の頃間五郎兵衛重富桑名侯の委嘱に依リ」銅版魯西亜地
圖を劃一に摸爲せる事あり」本圖ハ其れに付したる一一葉か」因
云羽間文庫ハ「魯西亜國地圖課例問重富謹識」」所藏」外題ハ
高橋作左衛門景保の字体に似たり又一考
上文中，第一行のく桑名〉の2字を鉛筆で消した上で，鉛筆でく堅田〉
と訂正する。
次に，墨文は以下の2行。
　　　　　　｛ママ）　　適中々々還海異聞九冊　大槻玄沢著」序言附言二十二枚表裏
　　二詳ナリ
　以上，秩の題箋および2種の書き込みは後代のものと考えられるが，お
そらく幕府要路に残存していたロシア製銅版図の写しであろうという推定
には役立つ。
　R図とざっと比較する時，地図上の形はほぼ同じとみてよい。さらに採
色は，桃色をのぞき，R図の赤，黄，緑，青がそれぞれH図の赤，黄，緑，
青にほぼ一致する。R図の桃色は，　H図では白色に対応しようか。コンパ
スローズ，川の流れを示す矢印もほぼ一致する。
　H図中にはラテン文字の記号が付されているが，若干の和文も付され
る。しかしなによりもラテン文字によるタイトル，同じくフィンランド湾
名の標示，さらに凡例中のロシア文字による説明とその脇に付された和文
は注目に値する。
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7　H図のタイトルと凡例等
　タイトルとおぼしきラテン文字による欧文は右上図郭内に5行にわたり
こうある。続け書きである。
NOUVEAUPLANORIEN　l　TEDEVH．L　EDELAEOR　l　ESSEET－
DEEAUXBUPR　l　CSDE　l　STPETERBOURC
　第3』行中央部分〈－TDEE－〉は貼り紙されてある。さらに第5行下には
縦に2行で次のような和文を有する。
　　　子メツコエノ文字」ペテルボル新給圖
　く子メツコエ〉はロシア語でくドイツの〉の意。ここではロシア文字に
対してラテン文字をさすのであろう。〈ペテルボル〉がフランス語風な読
みであることに注意。上の欧文はフランス語で次のように読むことができ
ようか。分かち書きとする。
NOUVEAU　PLAN　ORIEN－／TE　DE　LA　VILLE，　DE　LA　FOR－1
ET　ET　DE［S］FAUXB［0］UR－1GS　DE　l　ST．PETER［S］BOURG．
［サンクト・ペテルブルグの町，森および郊外の新案内図］［8】
H図．大阪歴史博物館所蔵「魯西亜新都ペテルブルグ之圖」
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ラテン文字による標示は図の左下，海の部分にも次のようにある。
PABTIE　l　DU　l　COLEEDEFINLANDE
これには第3行下に縦書きで次のように和文が付されてある。
他國ノ境ト云コト
この標示は次のようなフランス語として読めるだろう。
　　PARTIE　I　DU　I　GOLFE　DE　FINLANDE［フィンランド湾の一部］
　さて，右下図郭隅の長方形白地部分には凡例とおぼしき表が存在する。
記号が7つ（うち2つを赤で塗る）と，それに対するロシア文字による表
示，さらに和文である。ロシア文字表示は第3の記号には欠けている。ロ
シア文字はイタリック体を写したと思われるが，写し手にロシア文字の知
識がなかったためか，字形と綴りがきわめて混乱している。今，確実と思
われる語頭部分をロシア文字で示し，他は…で示して，凡例の表を引用す
れば次の通りである。記号の赤で塗られたものは黒く塗りつぶして示す。
????????
???
???????????????????????????
IC…　　耳…
丑…　　A…
K・・。　　C…
2工・■－　　C”・
H…
　全体から判断して，上の凡例の表を検討する。十字記号は教会であろう。
第1の教会記号が赤で塗られているのに対し，第2の教会記号は白ではな
く黄色で塗られるべきである。赤は石造を，黄は木造を示すとみられる。
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教会の記号に続く下3つの矩形のうち，第1は白ぬきであるが，H図では
白で塗るべきところか。第2は赤ゆえ，第3は黄色で塗るべきである。第
6の記号はこのままでよい。これらの記号の左側中央の記号は白ぬきであ
るが，H図ではおそらく緑に塗るべきと考えられる。
　次にロシア文だが，第1の赤い教会の記号には＜KaMeHHblfl　llePKBva［石
造りの教会］〉，第2のそれには〈AepeBflHHble　llepRBva［木造の教会］〉
が推定できる。これらは写しとられている文字の形から複数形と考えられ
る。第3の矩形の記号の後には何があったか不明である［9］。第4の赤の
矩形の記号には〈KaMeHHoe　cTpoeHie［石造りの建物］〉，第5の白の矩
形の記号にはく丑epeB朋Hoe　cTpoeHie［木造の建物】〉，さらに第6の記
号には〈nepeyπOKS［小路］〉の文字が続くと推定される。第7の矩形に
は何が続いたかは不明である。なお，以上はなにゆえか，単数形で与えら
れているように文字からは判断される。
　各々に付された和文はこれらの推定されるロシア語からは，まず第1に
く瓦〉はく石〉の意であること，〈板〉はく木〉の意であることが了解さ
れる［10］。よって，第1・2・4・5および6の和文はよしとしてよい。第3
のく板家〉は誤りであり，第7の〈瓦家〉もおそらく誤りと考えられる。
さらにその左脇のく青色総テ樹木ナリ〉のく青色〉は今日の緑色をさすで
あろう。
　第3の矩形の記号は，H図では白く塗るべきであると上で述べた。これ
はおそらくR図で桃色に塗られるものに相等すると考える。R図では主
にアドミラル地区に存在するのである。桃色が何を意味するか、次節で述
べたい。
　図中には上で述べたコンパスローズや河の流れを示す矢印のほかに，ラ
テン文字大文字のA・B・C・D・E・FとH，および1・Kの記号が付され
ている。前者A～Hは地域を，後者1・Kはネヴァ河を示しているとみら
れる（後述）。これらの記号を説明する表は地図内には見つからない。これ
についても次節で述べる。さらにH図中には24箇所ほど和文が書き込ま
れているのである。ざっと地図下方から上方にアト・ランダムにひろって
みると次のようである。第1欄にH図，第2欄に比較のためにR図での
地名を示しておく。△は対応なしを示す。
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??」
????
?????
??????
明　園
ペートロペロヲイツクル藏
僧寺
大舟作事場
ボリシヨイ子ワ
役所同
役所同
ペート［ロ］ぺ［ルヲ1イノ像
ゴフク店
諸［国］ノ出［店］
王墓所
今此所ニモ舟橋アリ
尼寺
水ノ王ノ病人ヘヤ
署師
舟橋
川幅百二間尤ヲロシヤ間数
マアロヤ子ワ
ペトロスコエ
アビテロリスコエ施薬院
上官ノ領キリストテス
大名フラキナヲストロワ
若君ノ領ワメンヲストロワ
ヲストロァ
　　△
四　ペイトロペルヲイノ看棲
ロ　ムシンノイマナシデラ女人禁制
　　之寺
十二國王ノ舩藏井船ヲ作処
?
???
ム
ガラフソイマノーア弟宅
セナテプリカジノドモ　政ヲ儀
スル役所ナリ
ペイトロペルヲイ之銅像
本國商人ノ店
諸國商人ノ店
十三廟所
　　ム
イ　アレキサンデル子ウスコイ之寺
　　又ゼンスコイマナシデラト云尼
　　姑ノ寺也
十八ワシレイスコイヲストロバ??????????
　やや注を加える。1はRのく五焔硝制法処〉の左下にある場所である。
Rでは白地ぬきの場所。5と18はネヴァ河の名だが，Rには自明なのか
示されていない。16・17などの小ネヴァ河にかかわる事柄もRにはない。
さらに15，19以下Rには示されていない地名がHには存する。なお14は
やや意味不明だが病院で，ある文献には＜Marine　and　Army　Hospital＞と
みえる［11］。Rの十八は島名で，しかも誤っており，　Hには対応しない。
　さて，以上からH図が写したであろう原図の特徴が浮き上がってく
る。図名はフランス語でNouveau　plan　orient6　de　la　ville，　de　la　foret　et　des
fauxbourgs　de　St．　Petersbourg．図内もフランス語およびラテン文字を用い
るが，色分けの凡例はロシア語による。この図はサンクト・ペテルブルク
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の平面図であり，森を緑，海・河川等を水色，市街地は石造の建物を赤，
木造の建物を黄に色わけする。地名等を記号で示す。この図はフランス語
とロシア語が用いられているが，ロシア製であろう。ロシア語とフランス
語やドイツ語が併用されることは当時ロシアでは珍しくなかったからであ
る。年記はフランス語タイトルの下にあった可能性がある。
　かくして原図を写したH図はくペテルボル新給圖〉の和訳を与えられ，
さらにく魯西亜新都ペテルブルグ之圖〉と題されて伝えられた。写しはや
や粗かったと見るべきである。そして，R図とH図は地形の比較から，精
粗はあるものの，同図と認められる。おそらく同一原図のともに写しであ
ろう。
8　原図の問題
　上でH図の秩にある書きつけを引用したが，これらの内容はおそらく
正しい。鉛筆の訂正く堅田候〉も正しい。いわゆる「魯西亜本領全図」に
かかわる間との事柄はよく知られており，ほぼ『環海異聞』の序列附言に
示す通りであろう。ロシア図の多くを間は見たであろう。だが，ペテルブ
ルク図に関する限り，同上序例附言の次の文こそ，大いに引用されるべき
文であった［12］。
一　或人魯西亜新都ペトルブルカの図を蔵するものあり。是
往年大光将来せるものにや。借つて，以て謄写して奉呈す。図
　フチヨウ
中符号あり。かならす其附説ありて其詳を得へきもの也。他
日これを得て附呈せんとす。是亦漂客都府の説話と併せ見は，
頗る其概を察するに足るへき物なるへし。
　玄沢がいうこの図は，種々考えあわせると，おそらく間の所有する図H
であったであろう。
　原図につき，亀井高孝は当時のレニングラードまで渉猟を試みたが，同
じ図を発見することはできなかった。
　筆者もいくつかのカタログを検したが，タイトルからは原図と覚しき図
を見い出すことはできなかった。手許のペテルブルク図の代表的なものを
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集めた本に掲げる地図にも合致するものはなかったが，地形から判断して
1756年から1799年の問に原図は位置するようである［13］。
　しかしここにきわめて興味深い図が存在する。最近刊行の『サンクト・
ペテルブルクの300年』と題する百科事典の1冊中に掲載する次の図であ
る［14］。タイトルはロシア語とフランス語を併記する。今この図をPと略
称する。
HOBOI・I　HJIAHπb　CTOnHqHA－／FO　rOPOAA　H　RPB－
HOCTH／CAHKTHETEPByPrA．／［…］rpMA．：X．M．
POT［b　1776　rOAa．［サンクト・ペテルブルクの首府および要塞の
新地図。…1776年にX．M．ロトの整版。］；NOUVEAU　PLAN　DE
LAI　V皿．LE　ET　DE　LA　FOR－1　TERESSE　DEI　ST．PETERSBOURG．
［…］par　C．　M．　Roth，1776．［サンクト・ペテルブルクの町および
要塞の新地図。［…］1776年，C．　M．ロトによる。］
Pはなによりも図の全体的印象がRときわめて似かよっているのであ
る。掲載写真の説明によると縮尺は1：21000，1776年X．M．ロトの整版
で，明記されていないがサンクト・ペテルブルクで刊行。彩色は水彩によ
り，大きさは523×801（456×611）㎜とある。さらに関心をひくP図
の形状は，中央にペテルブルクの図を大きくとり，左右に欄を設けて図中
に記号でしめした地名等を細かく表示することである（ここはすべてロシ
ア語）。その内容は第1に地区名・河川名。第2に場所名。第3に通りの名。
第1の記号はラテン文字大文字で示され，計17。第2の記号は数字で示
され計112。第3の記号はラテン文字小文字・その組み合わせによって示
され，計130弱。いずれにせよ，数では圧倒的に少ないが，その表示の方
式がRに似る。中央の図郭内には，右上隅にカルトゥーシュが配され，こ
こに地図のタイトルが示され，また図郭右下隅を長方形に区切って，さら
に左右2欄に分けて，左に〈1・13［bHcHeHie．［説明］〉，右に〈Explication．
［同上］〉と，それぞれロシア語とフランス語による説明を記載する（Rで
はカルトゥーシュは消え，下の説明欄は長方形のみの空白であることを想
起せよ）。ただし，説明はすべて文字によるものであって，Hのような図
と文字で示す形式をとっていない。
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　再びいうが，PはRによく似ている。図の左右に欄をもつこと。図郭
が子持ち枠であること。カルトゥーシュの位置，〈説明〉の位置，形状，
等々。そして用いられる色が，町の部分において，朱・桃色・黄である。ま
た白地もある（なお，森と河川・海はおなじく緑で彩色されているが，と
くに水を示す部分が本来の色なのか，写真印刷の拙さによるものなのか一
概に判定できない）。
　〈説明〉は写真では残念ながら不鮮明で読めないが，次の3点はかろう
じて判読できる。即ち朱は石造の建物を示す。桃色は石造の建物の増築に
そなえた用地を示す。黄は木造の建物を示す。これで，Rでの桃色の示す
意味は判明した。
　さらに，Hでのラテン文字大文字はPに従えば，地区名・河川名を示す
ことは明らかである。詳述はさけるが，Aは第1アドミラル地区を，1は
大ネヴァ河，Kは小ネヴァ河をそれぞれ指す。ただし，　HでのE・Fは誤っ
て付されている。
　だが，PとRの図を仔細に見ると，小異も存在することもたしかであ
り，完全に一致はしない（橋の数，コンパスローズの位置，道の位置・数
等々）。これらから，おそらくRはPよりもやや後の図ではないかと推量
される。そこで，Rの原図だが，次のように推定する。　RはPのやや後の
図ではないか。1780年頃刊行か。Rは，　Pと同じく左右両欄をもち，カ
ルトゥーシュ中のタイトルは〈NOUVEAU　PLAN　OR肥NTE…〉と変えら
れ，左下の説明欄も図示による方式に変えられた。彩色はPを踏襲，ただ
し海・河川は水色。
9　まとめとして
　将軍への上呈本と目される『北磋聞略』にのみ付された「魯齊亜國都城
圖」（R）は大黒屋光太夫が将来した1780年頃のサンクト・ペテルブルク
平面図（Pの後継図）を原図として1794年に制作された。原図はフランス
語・ロシア語を併用し，色分けによって，緑地と水圏，さらに市街部では
建造物の種類を示す。地名等は図中に記号を付し，図の左右両欄に具体的
に示す方式であった。Rは，原図のこうした基本的性格もひきつぎつつ，
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主に光太夫が語るく都府の説話と併せ見〉るために必要な地名等を標示し
て制作したものであろう。
　1806年頃，間重富が同一の原図からやや粗い写図を制作した。ただし，
原図の基本的性格を多く伝える図であった。これが「魯西亜新都ペテルブ
ルグ之圖」（H）である。RとHは同一の原図にさかのぼり，　HはR解読の
重要な資料である。
　R図の具体的地名の同定と光太夫との関係についての言及は，他日を期
したい。さらに原図につき後考と発見を侯ちたい。
［謝辞］貴重図の閲覧に関し，国立公文書館および大阪歴史博物館，相蘇
　　一弘氏に謝意を表します。またH図のフランス語タイトルに関して
　　は吉田裕・内藤ソランジュ両氏に御教示を得ました。記して謝意を
　　表します。
注
1．次の書に写真が掲載されている：亀井高孝『北磋聞略』第二刷（吉川
　弘文館，昭和40年），同第三刷（吉川弘文館，平成1年），参考文献
　A2，同A5，同A7。
2．参考文献A3のp211～。
3．弟（ママ）。第（やしき）の意。
4．参考文献A1による。引用の際，読点と一部のルビのみいかした。
5．参考文献B2による。
6．ロシア文およびラテン文の銘文の引用は参考文献B4のp．65の写真
　による。この書は外国人向けの教科書だが，必要な写真が豊富のうえ
　説明もていねいである。なお，革命前のBaedeker（参考文献B2）には
　＜HeTp夕r［6pBoMy　EKaTepfiHa　BTopdH　1782＞，＜Petro　Primo
　Catha血a　Secunda　MDCCLXXXII＞と引用し，ソ連期の皿Ba四（同
　B3）は，＜IleTpy　HepBoMy－EKaTepHHa　BTopaH．　JleTa　1782
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〉，＜Petro　Primo－Catharina　Secunda　MDCCLXXXII＞と引用す
る。いずれも引用が不正確であり，筆者は上記写真に拠った。正書
法や古い綴りの問題が存するからである。
7．写真は次のカタログに記載されている：「日蘭交流のかけ橋」神戸市
　立博物館，1998年1月。
8．語源俗解的な綴り〈FAUXBOURG＞の現代語綴りは＜faubourg＞。
　なおこの語の末は＜－burg＞であったかも知れない。
9．後述第8節から推定すれば，石造建物増築の用地である由が記され
　たか。
10．石造にはレンガ造りも含まれるか。なお参考文献B1によれば1787
　年の家屋調査では3431戸のうち1291がレンガ造り，残りは木造と
　いう。1762年はレンガ造りが460，木造が4094だったとし，レン
　　ガ造りの増化を述べている。
11．参考文献Blに添えられた1801年の地図による。第9節で述べる図
　Pでは〈rOillrmTanb．庄に海軍水兵の病院］〉とあり，　Hに一致す
　　る。Hのく水の王〉はく水主〉か。
12．以下の引用は参考文献A6による。
13．参考文献B5による。
14・Tpva　BeKa　CaHKT－HeTep6ypra；∂H叩IKnor【eAvaH　B　Tpex　ToMax，
　T．1，0cbMHaAqaToe　cToneTMe，　KH．2，　Academia，2003．
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